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第三セクターの経営情報について 

〔白島石油備蓄株式会社〕 

 

１ 会社概要 
 

（１）事業内容 

① 石油備蓄基地の運転、保全及び安全防災に係わる事業 

② 前号に付帯関連する事業 

 

（２）会社設立及び本市の出資額・割合 

   会社設立  昭和５６年６月８日 

   資本金  １億円（うち本市出資額5,000千円 出資率5.0％） 

 

２ 事業報告要旨 
 

【令和７年度業績】 

白島国家石油備蓄基地は、全国に 10 カ所ある国家石油備蓄基地の１つであり、エネルギ

ー安全保障政策として石油の供給途絶など緊急事態に備えている。 

令和７年度は、（独）エネルギー・金属鉱物資源機構（以下「機構」という。）との令和５

年度～令和９年度までの５ヶ年にわたる白島国家石油備蓄基地操業に係る業務委託契約の

３年度目として、エネルギーの安定供給確保という国家石油備蓄事業の重要な役割を踏まえ、

必要とされる対応を確実に行える操業体制を維持するとともに、契約に定める業務を着実に

遂行した。また、令和８年３月からは、中東情勢に対応した原油の緊急放出を開始した。 

なお、業績については、売上高2,509百万円、当期純利益64百万円となった。 

【令和８年度の課題】 

令和８年度は、機構との業務委託契約（令和５年度～令和９年度）の４年度目にあたる。 

経営の基盤である安全・安定操業の継続と向上を最優先に、今般の中東情勢に対応して求め

られる原油の緊急放出を安全・確実にやり遂げることに注力し、国家石油備蓄事業として求

められる機動的な対応を確実に行える体制を維持・改善していくことで役割を確実に果たし

ていく。 

 また、業務の見直しによるコスト適正化を進め、将来を見据えた体制整備及び人材育成を

含め、事業基盤のさらなる強化に取り組む。 
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３ 決算報告要旨 

 
   損益計算書     自 令和７年４月 １日 

至 令和８年３月３１日（単位：千円） 

科目 金額 

売上高 

売上原価 

販売費及び一般管理費 

2,509,379 

2,106,855 

331,813 

営業利益 70,710 

営業外収益 4,271 

 経常利益 74,982 

特別損失 0 

税引前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

74,982 

16,174 

△5,218 

当期純利益 64,026 

    ※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示 

 

４ 剰余金の配当 
 

  株主配当金に２千万円（１株につき ２,０００円）。 

  これに伴い、５００株を所有する本市に対しては、株主配当金として百万円が支払われた。 

 

５ その他事項 
 

（１）従業員数   ８２名（令和８年３月３１日現在） 
 

 

（２）株主総会  令和８年６月２５日、株主全員の同意により下記の議案が承認可決された。 
 

 

第１号議案「第４５期計算書類承認の件」 

第２号議案「剰余金処分の件」 

第３号議案「取締役全員（５名）任期満了につき取締役５名選任の件」 
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（参考資料） 

 

 

白島石油備蓄株式会社 役員名簿 
 

（令和８年６月２５日現在） 

地   位 氏   名 担当及び重要な兼務の状況 

代表取締役社長 
 

専 務 取 締 役 
 

取 締 役 
 

取 締 役 
 

取 締 役 
 

監 査 役 
 

禰 津 知 徳 
 

山 城 宗 久 
 

堀 下 浩 一 
 

浅 越 和 雅 
 

菅 藤 広 幸 
 

小 島   譲 
 

 
 
 
 

総務部長 
 

業務部長 
 

 北九州事業所長 
 
コスモ石油株式会社 常勤監査役兼務 
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